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る遺伝子異常，疾患リスク因子となる
遺伝子多型，さらには代謝の個人的な
違いを知ることができますが，WGS
からは顔つき，体つき，声質といった
個人を特徴づける身体因子，さらには
個人の性格や，心理的な性向も判断し
うることがわかってきました。縄文人
のゲノム解析から縄文人の顔がわかっ
てきたのも，頭蓋骨に遺伝子情報が加
わったからです。
　これまでの医学は，疾患の診断と治
療を中心にしてきました。感染症の診
断と治療は，我々の平均寿命を飛躍的
に伸長しました。その結果，現代では
ヒトに与えられた寿命より早死にする
原因は，加齢に関係した慢性疾患（が
ん，血管疾患，炎症）であることがほ
とんどとなりました。これらの疾患の
原因は生命活動によって生じる酸化や
糖化などによる遺伝子の劣化（変異や
欠失，修飾）ですが，疾患リスクには
遺伝の影響が大きいことがわかってき
ました。我々が志す抗加齢医学はまさ
に，遺伝子の chronological な劣化を

全ゲノム遺伝子解析が
誰でも可能になった！

　遺伝子解析の進化により，ヒト全ゲ
ノムが解読され，さらに解析の高速化，
費用の低減をもたらしています。この
背景には，半導体を含む IT 技術の想
像を超える発展や，next generation 
sequencer（次世代シークエンサー）
などの開発もあります。かつては１人
当たりの解析費用は100億円（109）し
ましたが，20年経った現在は10万円

（105）程度まで下がり，個人が自分の
全遺伝子を知ることが可能になってき
ました。全ゲノム遺伝子解析（whole 
genome sequence：WGS）は，アミ
ノ酸をコードする遺伝子領域のみなら
ず，遺伝子調節領域や，ゲノム全体の
約98％を占める，タンパク質に翻訳さ
れない染色体領域の総称であるノン
コーディング領域の DNA 塩基配列を
解析するものです。アミノ酸をコード
する遺伝子領域の解析（whole exome 
sequence）からは，疾患の原因とな
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どのように予防していくかにあります。

Precision Medicine から
Precision Anti-Aging へ

　医療は，経験に基づく医療から，
集 団 の 利 益 を 科 学 的 に 評 価 す る
Evidence-based Medicine（EBM）へ
と変化しました。しかし，新薬でも，
薬剤の効果がみられるのは投与を受け
た患者の一部に過ぎません。そこでオ
バマ前大統領は，ゲノム情報などの
バイオマーカーを活用することで，
個人に最適な治療を行う Precision 
Medicine を提唱しました。たとえば，
特定の遺伝子異常をもつがんであれ
ば，臓器にかかわらず，遺伝子異常に
よる酵素活性の異常を抑える薬剤を用
いることや，血中腫瘍細胞の遺伝子発
現プロフィールより得られた薬剤の効
果予測因子に基づいて治療薬剤を決め
ることが，すでに臨床でも一般的にな
りつつあります。Precision Medicine
は集団の余命に代表される EBM でな
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